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２．現況調査  

 

（１）自然的条件調査  

１）位置・地勢  

清須市は、愛知県西部、尾張平野のほぼ中央に位置し、南部・東部は名古屋

市に隣接しています。また、北部は北名古屋市、一宮市及び稲沢市に接し、西

部はあま市に接しています。  

面積は 1,732ha で、東西約 5.5km、南北約 8.0km の広がりをもち、愛知

県の面積の約 0.34％にあたります。  

地形は比較的平坦で、庄内川の下流域にあり、ほとんどの地域が海抜 10m

未満となっています。また、庄内川の他には新川、五条川などの河川が流れ、

豊かな水辺環境に恵まれ、四季折々の風景を楽しむことができます。  

交通は広域の利便性に恵まれ、JR 東海道本線、名鉄名古屋本線・犬山線・

津島線及び東海交通事業城北線の鉄道網の他、名古屋第二環状自動車道、名古

屋高速 6 号清須線・16 号一宮線、国道 22 号・302 号などの交通網により周

辺都市との連携が図られています。  

２）気象環境  

①気温、降水量  

清須市の気象は、年平均気温が 16℃程度と四季を通じて温和です。また、

降水量は、梅雨期と台風期に多く、年間降雨量は 1,500mm 程度です。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②都市気象  

都市域における特有な気象現象としてヒートアイランド現象が上げられます。

この現象は、都市化の進展による地表面の緑地や土壌面の減少によって地表温

度が上昇し、郊外に比べて相対的に気温の上昇が生じるものです。  

「平成 7 年度西枇杷島町緑の基本計画」によれば、夏季の晴天日において旧

西枇杷島町内の異なる地点でヒートアイランドによるものと思われる 5℃程度

の気温差が認められています。しかし、清須市は夏季に南からの季節風が多く

吹き、また新川、五条川が縦貫しており、ヒートアイランド現象は、一定以上

表 2-1  月 別 平 均 気 温 ・ 降 水 量 の 推 移  

月    別
項目 年 年間 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

平成10年 16.9 4.8 6.7 9.6 17.2 20.5 22.7 27.1 28.8 24.9 20.0 12.3 8.3
平成11年 16.3 4.6 4.5 9.5 14.1 19.4 22.7 26.2 28.0 25.9 19.1 12.7 8.8
平成12年 16.7 9.0 5.4 7.4 13.8 20.1 23.1 28.5 29.2 25.0 18.8 13.7 6.9
平成13年 16.2 3.6 5.4 8.4 14.9 20.4 23.8 29.0 28.0 24.0 18.6 11.8 6.8

平均気温 平成14年 16.2 4.9 6.1 10.3 15.9 19.1 23.1 28.3 28.7 24.2 18.1 9.2 6.6
（℃） 平成15年 15.9 3.6 5.8 7.8 15.3 19.5 23.1 24.1 27.5 25.4 17.1 14.6 7.2

平成16年 17.1 4.3 6.2 9.1 15.9 20.4 24.7 29.2 28.0 25.4 18.6 14.4 8.8
平成17年 16.0 4.7 4.9 7.8 15.2 18.8 24.7 27.3 28.5 25.8 19.4 11.8 3.5
平成18年 16.2 3.8 5.4 7.7 13.0 19.1 23.8 26.5 29.3 24.3 19.8 13.4 7.7
平成19年 17.1 6.0 7.6 8.8 14.0 19.2 23.5 26.6 31.7 27.6 19.2 12.4 7.8
平均 16.5 4.9 5.8 8.6 14.9 19.7 23.5 27.3 28.8 25.3 18.9 12.6 7.2

平成10年 1,542.0 122.5 65.5 76.0 207.0 212.0 187.5 148.5 74.5 202.0 220.5 2.5 23.5
平成11年 1,589.0 16.0 21.5 32.0 83.0 217.5 304.5 168.5 224.5 366.0 80.5 74.5 0.5
平成12年 1,601.0 54.0 15.5 92.5 163.0 139.0 171.0 71.0 42.0 602.0 153.0 69.5 28.5
平成13年 1,516.5 132.0 49.0 72.0 27.5 131.5 184.5 36.5 493.5 164.5 148.5 45.0 32.0

降水量 平成14年 1,063.0 82.0 34.0 115.0 104.5 97.5 91.0 135.0 19.5 100.0 154.5 46.0 84.0
（㎜） 平成15年 1,844.0 95.0 56.5 98.5 191.5 127.0 169.0 371.5 256.0 145.0 117.0 181.5 35.5

平成16年 2,024.5 16.5 45.0 84.0 89.0 254.5 152.5 196.0 107.5 459.5 426.0 90.0 104.0
平成17年 903.5 9.0 48.5 110.5 48.5 109.5 55.0 169.0 95.5 83.0 81.0 49.5 44.5
平成18年 1,393.0 54.0 118.0 113.5 111.0 194.0 193.5 257.0 47.5 139.0 88.5 63.0 14.0
平成19年 1,287.0 38.5 52.5 69.0 21.5 121.0 225.5 317.5 65.0 152.5 113.5 19.5 91.0
平均 1,476.4 63.0 50.6 86.3 104.7 160.4 173.4 187.1 142.6 241.4 158.3 64.1 45.8

資料：西春日井広域事務組合西消防署

表 2-1 月 別平均気温・降水量の推移  
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の風が吹くと冷やされ、河川水温が都市気温の低減に寄与することから、顕著

なヒートアイランド現象は発生しづらいものと考えらます。  

３）自然地形・地質・土壌  

清須市は古来より中部山岳地帯に源を発する木曽川・庄内川の氾濫が原因と

なって発達した第 4 期沖積地であり、表土は壌土または砂質壌土で、下部は礫・

砂粘土等で形成されています。そのため、軟弱ですが肥沃な土地です。海抜は

10ｍ未満で起伏が無く平坦ですが、わずかに北部から南部へ緩い傾斜を成して

います。  

４）水系  

市内及び名古屋市、北名古屋市との境界には庄内川、新川、五条川及び水場

川の４河川が流れており、新川は北東から南西に、五条川は北から南に市内を

縦断しています。この 2 本の河川は市の南端で合流しています。また、市の東

南部には庄内川が、北東部に水場川が流下しており、平常時でも自然排水が困

難な状態にあることから、潜在的に洪水の危険性をはらんでいます。また地下

水は、低地の地下水位が地表から－2ｍ前後と常に浅い位置にあります。  

５）緑の現況（植生状況）  

本市南部の旧西枇杷島地区は、市街化が進んでいてまとまった樹林地は少な

く、農地も水田が住宅地に混在している状況です。また、都市公園、社寺、大

規模工場には小規模な樹林地が見られます。本市中西部の旧新川地区には、田

畑を中心とした緑が存在しています。また、庄内川や五条川の高水敷には草地

が比較的多く存在し、コナラ等の二次林も若干見受けられます。本市中央部の

旧清洲地区では、西部・北部の市街化調整区域に田畑がまとまって分布してい

ますが、樹林地は社寺等に点在するだけです。本市北部の旧春日地区は、市街

化調整区域内に田畑が多く在るものの、樹林地は少ない状況です。  

以上、市全域にわたって、まとまった樹林地は少なく、田畑が中心の緑とな

っています。このようにまとまった樹林地は少ない市街地ですが、市全域に数

多くの街区公園や児童遊園  

等が整備されており、それ

ぞ れ に 植 栽 が 施 さ れ て い

る他、インターチェンジや

主要国道の植栽帯等、公共

施 設 に お い て は 比 較 的 ま

と ま っ た 緑 が 整 備 さ れ て

います。  

内訳は表 2-2 植生現況調

書のとおりです。  

表 2-2 植 生現況調書  

※  公 共 施 設 ： 道 路 、 庁 舎 、 教 育 ・ 文 化 ・ 福 祉 施 設 、 体 育 施 設  
※  平 成 ２ １ 年 ９ 月 現 在 の 清 須 市 都 市 計 画 図 に よ り 計 測  

（ 単 位：ha）
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６）動物相  

平成１8 年 3 月に発刊された「新川町史・資料編１」によれば、魚類につい

ては平成 14 年から 16 年にかけて魚類の捕獲調査が行われており、旧新川町

内の庄内川、新川、五条川流域で１２科２５種の魚類（オイカワ、ウグイ、カ

マツカ、ニゴイ、コウライモロコ、ボラ、マハゼ、ヌマチチブ等）が確認され

ています。  

野鳥類については平成 13 年から 16 年にかけて観察調査が行われており、

この間に観察された野鳥は２９科 87 種となっています。野鳥類は庄内川沿い

と五条川沿いに多くの種類が見られ、庄内川ではカワウ、サギ類、トビ、オオ

タカ、ハヤブサ、ミサゴ、ノスリ、カモ類、キジ、カモメ類、ツバメ、セキレ

イ、ヒバリ、カラス等 60 種類、五条川では同様に 61 種類が観察されていま

す。  

「五条川ふるさとの川整備計画書」（平成３年策定）の中では、五条川に生息

する魚類として、コイ、フナ、モロコ、ライギョ等が報告されています。また、

水鳥（コガモ、ユリカモメ等）の生息が報告されています。その他には、旧清

洲町緑の基本計画（平成７年 3 月）の中で、キジバト、ハクセキレイ、ヒヨド

リ、ツグミ、スズメ、ムクドリ、ハシボソガラス、ヒバリ、コサギ等の生息が

報告されています。また、獣類ではモグラ、コウモリ、ネズミ、イタチ科のも

のが市内で確認されています。  

これらから清須市においては、河川沿いでは比較的多種の魚類や鳥類の生息

が確認されていますが、市域全体としては住民の生活に近い所で生息する種が

中心であると考えられます。  

７）天然記念物  

清須市内では西枇杷島小学校校庭のクロガネモチが天然記念物に指定されて

います。（清須市指定  指定年月日：昭和 62 年 3 月 1 日  指定番号：第 11

号）  

８）土地自然特性  

清須市の中央を南北に流れる五条川及び南部で名古屋市との境界を流れる庄

内川が本市の自然特性の軸となっており、なかでも庄内川河川敷は、規模の大

きい水辺地として良好な地形地質を有する土地です。市内においては、市街化

調整区域では水田や畑のような農耕地の広がりが見られますが、市街化区域、

市街化調整区域共に里山・雑木林というような規模の大きな自然的樹林地は存

在していません。  

一方、市内には伝統的・歴史的風土を有する社寺及び社寺林があって良好な

植物群落を形成しています。  

なお、都市公園等でも植栽された樹木が生長し、小規模な樹林地を形成して

いる箇所も見受けられます。  

内訳は表２-3 土地自然特性調書のとおりです。  
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表２-3 土地自然特性調書  （ 単 位：ha）

良好な
植物群落

野生生物
生息地

良好な
地形

良好な
水辺地

伝統・歴
史的自然

1 庄内川 79.33 ● ● ● ● 豊富な水量と緑に恵まれた水辺地

2 新川 28.57 ● 密集市街地に潤いを与える水辺地

3 五条川 50.85 ● ● ● 自然景観の多く残る良好な水辺地

4 清洲城一帯 3.14 ● ●
五条川と溶合う自然景観と伝統・歴史
的自然

5 史跡貝殻山貝塚 0.96 ● ● 樹林の多い伝統・歴史的自然

6 浅間神社の樹林 0.22 ● ● 地域に残る伝統・歴史的自然

7 愛宕社の樹林 0.24 ● ● 〃

8 御園神社の樹林 0.51 ● ● 〃

9 厳島神社の樹林 0.05 ● ● 〃

10 川上神社の樹林 0.07 ● ● 〃

11 上畠神社の樹林 0.33 ● ● 〃

12 津島神社の樹林 0.05 ● ● 〃

13 迦具豆知神社の樹林 0.09 ● ● 〃

14 八幡神社（廻間）の樹林 0.06 ● ● 〃

15 石清水八幡宮の樹林 0.31 ● ● 〃

16 天神社の樹林 0.54 ● ● 〃

17 神明社（土田）の樹林 0.07 ● ● 〃

18 稲荷神社（上条）の樹林 0.11 ● ● 〃

19 神明社（西田中）の樹林 0.05 ● ● 〃

20 日吉神社の樹林 0.57 ● ● 〃

21 秋葉神社の樹林 0.18 ● ● 〃

22 稲荷神社（清洲）の樹林 0.05 ● ● 〃

23 河原神社の樹林 0.30 ● ● 〃

24 神明社(助七)の樹林 0.13 ● ● 〃

25 神明社(外町)の樹林 0.12 ● ● 〃

26 神明社(西堀江)の樹林 0.61 ● ● 〃

27
神明社(東町･坂町･西町･横町)
の樹林

0.82 ● ● 〃

28 八剱社（寺野）の樹林 0.20 ● ● 〃

29 八幡社(下河原)の樹林 0.31 ● ● 〃

30 八幡社(阿原〉の樹林 0.09 ● ● 〃

31 須佐之男神社の樹林 0.06 ● ● 〃

32 松山神社の樹林 0.22 ● ● 〃

33 八劔社（落合）の樹林 0.34 ● ● 〃

34 稲荷社（春日三番割）の樹林 0.19 ● ● 〃

35 神明社（落合）の樹林 0.22 ● ● 〃

36 春日八幡宮の樹林 0.31 ● ● 〃

37 佛音寺の樹林 0.39 ● ● 〃

38 小場塚弁財天の樹林 0.06 ● ● 〃

39 神明社（北二ツ杁）の樹林 0.11 ● ● 〃

40 六軒神社の樹林 0.02 ● ● 〃

図面対照
番号

名称等

区　　　　　　　　　分

主な内容等規模
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（２）歴史・沿革  

１）近代以前  

清須市の区域の歴史ははるか遠く、尾張平野最大の遺跡である朝日遺跡に集

落が開かれた弥生時代までさかのぼります。また、室町時代のはじめ守護所下

津城の別郭として築かれた清洲城など数多くの歴史資源が各地に残っていま

す。弘治元（1555）年戦国武将織田信長公が那古野城から清須城へ入城し、

慶長年間には城下町一帯が「関東の巨鎮」と称され文化の中心地として、また

尾張の要所として栄えた歴史を持っています。  

更に、関ヶ原の合戦で勝利を収めた徳川家康公が通ったとされ、東海道と中

山道を結ぶ最も重要な道路と位置づけられていた美濃街道を、吉例街道として

江戸時代には多くの大名たちが縁起を担いで通り、家康公の命により開設され

た青物市場とあわせ、宿場町として多いに栄えた歴史も有しています。  

江戸時代より宮重大根の栽培が始まり、尾張徳川家にも献上されており、江

戸時代中期には全国に知れ渡るところとなりました。また、このころは庄内川

の氾濫により幾度となく水害にあっていた当地において、多くの農民や地元の

役人たちの尊い汗と犠牲により天明 7（1787）年に新川が竣工されました。

その他、江戸時代に製作され、200 年以上の歴史を誇る山車が練り歩く尾張西

枇杷島まつりは、郷土の伝統文化として現代に継承されています。  

２）近代以後  

近代に入ると、明治 13（1880）年春日井郡が東西の二郡に分かれて西春日

井郡が誕生した後、西春日井郡内の町村で合併が繰り返されてきました。  

明治 22（18８9）年下小田井村、小場塚新田村の合併により西枇杷島町が

誕生しました。  

同年町制施行により清洲町が誕生し、明治 39（1906）年朝田村、一場村と

合併した後、昭和 18（1943）年までに大里村や甚目寺町の一部と合併しまし

た。  

明治 22（18８9）年下之郷村、落合村が合併し、春日村が誕生し、平成 2

（1990）年町制が施行され春日町となりました。  

明治 39（1906）年桃栄町、新川町、寺野村、阿原村が合併し、新川町が誕

生しました。  

そして、平成 17 年 7 月 7 日に西枇杷島町、清洲町、新川町が合併して清須

市が誕生し、更に平成 21 年 10 月 1 日、清須市と春日町が合併し、現在に至

っています。  
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（３）社会的条件調査  

１）人口動向  

◆清須市の人口は、昭和

60 年から一貫して微増

し 、 平 成 17 年 現 在 で

63,358 人となっていま

すが、近年その増加率は

小さくなっています。  

一方、昭和 60 年から平

成 17 年までの人口推移

を地区別にみると、旧清

洲町地区、旧春日町地区

では増加していますが、

旧新川町地区は停滞して

おり、また旧西枇杷島町

地区では減少しています。

平成 23 年 3 月の住民基

本台帳人口は 65,936 人

となっています。  

 

◆清須市の世帯数は人口

と同様、昭和 60 年から

一貫して増加しており、

平成 17 年現在 23,469

世帯です。また、その増

加率は人口の増加率より

も 非 常 に 大 き く 、 昭 和

60 年の世帯当たり人口

が 3.33 人／世帯に対し

て平成 17 年は 2.70 人

／世帯と核家族化が進ん

でいます。また、地区別

でみても全ての地区で世

帯数が増加しています。  

表 2-4 人 口 の 推移  

図 2-3 人 口 の 推移  

図　世帯数の推移
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図 2-4 世 帯 数 の推 移  

表 2-5 世 帯 数 の推 移  
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（人）

昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年 平成17年

清須市(4地区合計） 60,986 61,577 62,738 63,009 63,358

増減率 - 0.96 1.85 0.43 0.55

旧西枇杷島町地区 17,862 17,116 17,147 17,215 16,476

増減率 - -4.18 0.18 0.40 -4.29

旧清洲町地区 17,543 18,487 19,235 19,122 19,854

増減率 - 5.38 4.05 -0.59 3.83

旧新川町地区 18,409 18,707 18,786 18,556 18,708

増減率 - 1.62 0.42 -1.22 0.82

旧春日町地区 7,172 7,267 7,570 8,116 8,320

増減率 - 1.30 4.20 7.20 2.50

(単位：人・％)

出典：国勢調査

昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年 平成17年

清須市(4地区合計） 18,300 19,568 21,188 22,441 23,469

増減率 - 6.48 7.65 5.58 4.38

旧西枇杷島町地区 5,764 5,898 6,239 6,494 6,445

増減率 - 2.32 5.78 4.09 -0.75

旧清洲町地区 5,314 5,888 6,591 6,898 7,579

増減率 - 10.80 11.94 4.66 9.87

旧新川町地区 5,273 5,739 6,108 6,351 6,858

増減率 - 8.84 6.43 3.98 7.98

旧春日町地区 1,949 2,043 2,250 2,698 2,587

増減率 - 4.80 10.10 19.90 -4.29

出典：国勢調査

(単位：世帯・％)
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◆清須市の年齢･男女別人口の推移をみると、昭和 63 年の壺型から平成 19 年

では筒型に近く変化しており、高齢化の進行が顕著です。特に女性の高齢者の

増加が顕著です。  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆産業別人口についてみると、清須市の産業別就業者人口の割合は、大半が第

2 次産業と第 3 次産業の従事者であり、第 1 次産業に従事している人はほとん

どいません。  

また、昭和 61 年から平成 1８

年にかけて、その割合は建設・

製造業等の第 2 次産業から卸・

小売・サービス業等の第 3 次産

業へと移ってきており、現在は

第 3 次産業の従事者が過半数を

超えています。  
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年齢男女別人口（平成5年）
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年齢男女別人口（平成10年）
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年齢男女別人口（平成15年）
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年齢男女別人口（平成19年）
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図 2-5 年 齢 ･男 女 別 人 口 の 推移  

表 2-6 産 業 別 就業 者 人 口       (単 位：人 )

第1次産業 第2次産業 第3次産業

 昭和61年 14 20,166 14,301

 平成3年 0 21,700 15,720

 平成8年 0 20,681 16,851

 平成13年 7 15,852 17,580

 平成18年 52 13,233 16,447

出典：愛知県統計年鑑
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２）土地利用  

清須市の土地利用現況は、宅地が約 45%、農用地が約 20%、道路が約 20%

であり、森林に区分される樹林地は存在しません。また、宅地のうち約 54%

が住宅地、農地のうち約 52%が畑です。平成 6 年からの推移をみても大きな

変化はありませんが、農用地の減少に伴って宅地、道路が増加しており、農地

から宅地への土地利用が進んでいます。  
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第1次産業 第2次産業 第3次産業

図 2-6 産 業 別 就業 者 人 口 の割 合  

表 2-7 土地利用面積表  (単位：ｈａ)

平成6年 平成11年 平成16年 平成19年 平成19年割合

行政面積 1732 1732 1732 1732 100.0%
農用地 428 408 366 353 20.4%

農地 428 408 366 353 20.4%

田 242 204 176 169 9.8%

畑 206 204 190 184 10.6%
採草放牧地 0 0 0 0 0.0%

森林 0 0 0 0 0.0%

国有林 0 0 0 0 0.0%

民有林 0 0 0 0 0.0%
原野 0 0 0 0 0.0%

水面･河川･水路 113 112 111 110 6.4%

水面 0 0 0 0 0.0%

河川 87 87 87 87 5.0%
水路 26 25 24 23 1.3%

道路 323 331 330 341 19.7%

一般道路 285 294 297 309 17.8%

国道 35 35 35 39 2.3%
県道 40 43 44 47 2.7%

市町村道 210 217 220 224 12.9%

農道 34 37 33 33 1.9%

林道 0 0 0 0 0.0%
宅地 732 738 758 780 45.0%

住宅地 386 402 411 421 24.3%

工業用地 137 132 130 118 6.8%

その他の宅地 209 204 217 241 13.9%
その他 170 169 188 162 9.4%

出典：愛知県土地に関する統計年報
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用途地域は市街化区域が市全域の約 73%を占めており、そのうち住居系が

約 66％、商業系が約 5%､工業系が約 29%と住居系が大部分を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）都市施設  

都市施設調査においては、都市計画法第 11 条第 1 項に規定する都市施設の

うち、緑の基本計画に影響の強い道路、都市高速鉄道等の交通施設、公園、緑

地、河川等の公用地、学校等の教育文化施設、保育園等の社会福祉施設及び官

公庁施設について調査しました。  

河川については新川が南部の市街地を縦貫し、五条川が本市をほぼ南北に縦

貫しています。また、庄内川が市の南部で名古屋市との境界を流れており、市

の東部では水場川が北名古屋市・名古屋市との境界を流れています。  

本市の主な道路は名古屋高速道路、国道 22 号及び県道名古屋一宮線が南北

軸を、名古屋第二環状自動車道、国道 302 号及び県道名古屋第二環状線が東

西軸を構成しています。なお、これらの道路は、名古屋圏の主要な道路交通軸

としても位置づけられ、非常に交通量の多い道路となっている他、市内に２ヶ

所のインターチェンジ（清洲東 IC、清洲西 IC)と 2 ヶ所の都市高速道路出入口

（清洲出入口、春日出入口）があり、本市は広域道路交通アクセスに優れた立

地にあります。また、鉄道は、JR 東海道新幹線・東海道本線、名鉄名古屋本

線・犬山線・津島線及び東海交通事業城北線が通っており、市内に JR 枇杷島

駅、名鉄西枇杷島駅・二ツ杁駅・新川橋駅・須ケ口駅・丸ノ内駅・新清洲駅・

下小田井駅、東海交通事業城北線尾張星の宮駅・枇杷島駅があって、鉄道アク

セスに大変優れた立地にあります。  

その他の都市施設として、公園、緑地等の公用地のほか、３ヶ所の庁舎と 1

ヶ所の支所、ARCO 清洲、カルチバ新川等のスポーツ文化施設、教育施設とし

て小学校 8 校、中学校 4 校、幼稚園 2 ヶ所、保育園 13 ヶ所、県立新川高校が

開設されています。  

表 2-8 用途地域別面積                 （ 単位： ha）
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４）市街地開発事業  

清須市では、土地区画整理事業によって市街地開発が進められており、平成

23 年 3 月現在 18 ヶ所の地区が施行済、2 ヶ所が施行中です。20 ヶ所の施行

面積の合計は 459.9ha に及び、本市市街化区域面積 1261ha の約 36％を占

めています。土地区画整理が完了した地区では、道路、公園などの公共施設が

整備され、良好な市街地が形成されています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2-9 土地区画整理事業の施行状況  （単位：ha)

地区名 施行者 施行面積 施行年度 完了年度 備　考

清洲西部 組合 63.4 S47 H10 完了

一場北部 組合 3.9 H4 H18 完了

土田 組合 23.6 H11 Ｈ22 完了

西枇杷島西部 組合 29.3 S12 S19 完了

西枇杷島東部 組合 68.7 S17 S34 完了

小場塚 組合 7.2 S31 S36 完了

西枇杷島北部 西枇杷島町 92.5 S38 S46 完了

新清洲 組合 41.8 S40 S51 完了

西須ケ口 組合 7.7 S41 S45 完了

迫間 組合 3.7 S44 S59 完了

廻間 組合 21.6 S45 S53 完了

鍋片 組合 20.0 S46 S52 完了

東須ケ口 組合 10.8 S46 S50 完了

萩野 組合 3.4 S47 H11 完了

助七 組合 14.1 S48 S54 完了

西堀江 組合 29.0 S49 H13 完了

枇杷島駅東 都市機構 2.8 H15 H18 完了

春日西牧・新田 組合 3.2 H14 H19 完了

清須春日学校橋西 組合 6.9 H22 － 施行中

清須春日新橋西 組合 6.3 H22 － 施行中

合　　計 459.9

※）平成23年3月15日現在
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（４）緑地現況・緑化調査  

１）緑地現況  

清須市内の緑地は市内を流下する庄内川、新川及び五条川がまとまった緑地

として存在しています。また、市街化調整区域の農用地も広範囲にまとまった

緑地です。施設緑地としては住区基幹公園、児童遊園、学校グランド等の公共

施設緑地、社寺林等の民間施設緑地があります。その他には幹線道路の街路樹

や生産緑地等があります。  

詳細は表 2-10 緑地現況調書及び図 2-9 緑地現況図のとおりです。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 2-10 緑地現況調書（１） 

（施設緑地）  
（単位： ha）  
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川－2 その他法によるもの 新川 － 28.57 (3)
※市街化区域内は
7.80ha

川－3 その他法によるもの 五条川 － 50.47 (2)

川－4 その他法によるもの 水場川 － 0.76 (2)

道－2 その他法によるもの 清洲東インター植樹帯 － 0.60 (1) L=0.42km

道－3 その他法によるもの 助七西市場線植樹帯 － 1.30 (1) L=2.51km

道－4 その他法によるもの 西清洲上条線植樹帯 － 0.39 (1) L=0.87km

道－5 その他法によるもの 新清洲駅前線植樹帯 － 0.26 (1) L=0.26km

道－6 その他法によるもの 清洲新川線植樹帯 － 0.46 (1) L=0.86km

道－7 その他法によるもの 新川清洲線植樹帯 － 0.70 (1) L=1.14km

道－8 その他法によるもの 鍋屋片町線植樹帯 － 0.44 (1) L=0.98km

道－9 その他法によるもの 新川甚目寺線植樹帯 － 0.58 (1) L=1.11km

道－10 その他法によるもの 須ケ口駅前線植樹帯 － 0.24 (1) L=0.46km

道－11 その他法によるもの 朝日阿原線植樹帯 － 0.03 (1) L=0.05km

道－12 その他法によるもの 大和町線植樹帯 － 0.41 (1) L=0.64km

道－13 その他法によるもの 枇杷島小田井線植樹帯 － 0.45 (1) L=0.58km

道－14 その他法によるもの 西枇杷島味鋺線植樹帯 － 0.39 (1) L=0.75km

道－15 その他法によるもの 春日井稲沢線植樹帯 － 0.03 (1) L=0.14km

道－16 その他法によるもの 枇杷島駅前通線 0.02 (1) L=0.02km

民－1 民間施設緑地 浅間神社 － 0.22 (1)

民－2 民間施設緑地 愛宕社 － 0.24 (1)

民－3 民間施設緑地 真福寺 － 0.17 (1)

民－4 民間施設緑地 御園神社 － 0.51 (1)

民－5 民間施設緑地 厳島神社 － 0.05 (1)

民－6 民間施設緑地 川上神社 － 0.07 (1)

民－7 民間施設緑地 上畠神社 － 0.33 (1)

民－8 民間施設緑地 津島神社 － 0.05 (1)

民－9 民間施設緑地 迦具豆知神社 － 0.09 (1)

民－10 民間施設緑地 正願寺 － 0.07 (1)

民－11 民間施設緑地 八幡神社（廻間） － 0.06 (1)

民－12 民間施設緑地 庚申寺 － 0.11 (1)

民－13 民間施設緑地 光専寺 － 0.14 (1)

民－14 民間施設緑地 石清水八幡宮 － 0.31 (1)

民－15 民間施設緑地 天神社 － 0.54 (1)

民－16 民間施設緑地 神明社（土田） － 0.07 (1)

民－17 民間施設緑地 稲荷神社（上条） － 0.11 (1)

民－18 民間施設緑地 神明社（西田中） － 0.05 (1)

民－19 民間施設緑地 日吉神社 － 0.57 (1)

民－20 民間施設緑地 秋葉神社 － 0.18 (1)

民－21 民間施設緑地 総見院 － 0.16 (1)

民－22 民間施設緑地 稲荷神社（清洲） － 0.05 (1)

民－23 民間施設緑地 西方寺 － 0.10 (1)

民－24 民間施設緑地 宝国寺 － 0.05 (1)

民－25 民間施設緑地 神明社(小田井） － 0.05 (1)

民－26 民間施設緑地 河原神社 － 0.30 (1)

民－27 民間施設緑地 神明社(助七) － 0.13 (1)

民－28 民間施設緑地 神明社(外町) － 0.12 (1)

民－29 民間施設緑地 神明社(西堀江) － 0.61 (1)

位置 備　　考

(3)
※市街化区域内は
0.59ha
L=2.50km

図面対照
番号

名　　称
都市計画
決定面積

整備現況区　　分

道－1 その他法によるもの
名古屋環状2号線
植栽帯

－ 1.56
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緑地現況調書に計上した緑地量の集計は、表 2-11 緑地現況量の計量のとお

りです。  

 
 
 
 

表 2-10 緑地現況調書（２）

（地域制緑地）  
（単位： ha）  

平 成 23 年 3 月 1 日 現 在

 

－ その他法によるもの 生産緑地（169ヶ所） － 13.75 (1)

－ その他法によるもの 農用地 － 142.00 (2)

図面対照
番号

区　　分 整備現況 位置 備　　考名　　称
都市計画
決定面積

平成 23 年 3 月 1 日 現 在

民－30 民間施設緑地 神明社(東町･坂町･西町･横町) － 0.82 (1)

民－31 民間施設緑地 八剱社（寺野） － 0.20 (1)

民－32 民間施設緑地 月読神社 － 0.05 (1)

民－33 民間施設緑地 八幡社(下河原) － 0.31 (1)

民－34 民間施設緑地 八幡社(阿原〉 － 0.09 (1)

民－35 民間施設緑地 須佐之男神社 － 0.06 (1)

民－36 民間施設緑地 松山神社 － 0.22 (1)

民－37 民間施設緑地 キリンビール緑地 － 1.38 (1)

民－38 民間施設緑地 蓮乗寺 － 0.07 (1)

民－39 民間施設緑地 八劔社（落合） － 0.34 (1)

民－40 民間施設緑地 薬師寺 － 0.09 (1)

民－41 民間施設緑地 稲荷社（春日三番割） － 0.19 (2)

民－42 民間施設緑地 願乗寺 － 0.14 (1)

民－43 民間施設緑地 神明社（落合） － 0.22 (1)

民－44 民間施設緑地 明仙寺 － 0.08 (1)

民－45 民間施設緑地 掉舟院 － 0.16 (2)

民－46 民間施設緑地 春日八幡宮 － 0.31 (2)

民－47 民間施設緑地 法端寺 － 0.08 (2)

民－48 民間施設緑地 佛音寺 － 0.41 (1)

民－49 民間施設緑地 大和神社 － 0.03 (1)

民－50 民間施設緑地 砂入神社 － 0.01 (1)

民－51 民間施設緑地 日之出神社 － 0.02 (1)

民－52 民間施設緑地 松原神社 － 0.02 (1)

民－53 民間施設緑地 小場塚弁才天 － 0.06 (1)

民－54 民間施設緑地 神明社（北二ツ杁） － 0.11 (1)

民－55 民間施設緑地 六軒神社 － 0.02 (1)

※位置：(1)は市街化区域内、(2)は市街化調整区域内、(3)は両地域にまたがる区域

図面対照
番号

区　　分 名　　称
都市計画
決定面積

整備現況 位置 備　　考

※街区公園２ヶ所（街-10、11）及び緑地３ヶ所（緑-1、2、5）は都市計画決定されていますが、未整備のた
め、現況にはありません。
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                    平 成 23 年 3 月 1 日 現 在  

 
 
 
 
 
 
 

表 2-11 緑地現況量の計量  
（ 単 位： ha）  

※施設緑地の区分内容  

 都 市公園：近隣公園、街区公園  

 公 共施設緑地：公共施設緑地、児童遊園、緑地、その他法によ

るもの  

 民 間施設緑地：民間施設緑地  

市街化区域 市街化調整区域 都市計画区域
(1) (2) (1)+(2)

13.81 11.45 25.26

33.59 146.40 179.99

10.26 0.74 11.00

57.66 158.59 216.25

緑地保全地区 0.00 0.00 0.00

風致地区 0.00 0.00 0.00

生産緑地地域 13.75 0.00 13.75

その他法によるもの 0.00 142.00 142.00

0.00 0.00 0.00

13.75 142.00 155.75

71.41 300.59 372.00

区　　　分

施
設
緑
地

都市公園

公共施設緑地

民間施設緑地

計

計

合　　　計

法
に
よ
る
も
の

条例等によるもの

地
域
制
緑
地
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２）緑化状況  

市内の主な公共施設における緑化状況は、表 2-12 主な公共施設の緑化率

に示すとおり、公園施設全体としては敷地面積の概ね３０％前後が緑化されて

いますが、規模の小さい児童遊園では広場を確保するために緑化率が低くなる

傾向にあります。  

官公庁施設をはじめとする公共施設の緑化率は施設によりバラツキがみられ、

特に、社会体育施設や児童館などでは 2.4%、5.8%と低くなっています。小中

学校においても平均 9.5%となっており、総じて緑化率は低い傾向にあります。 

都市計画道路の緑化率は延長比率で 37.6%となっており、植樹のない道路割

合が高い状況です。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 2-12 主な公共施設の緑化率  

清須市役所 清須市 0.52 ha 0.04 ha 7.7%

清洲庁舎 清須市 0.68 ha 0.14 ha 20.6%

＝ 11.1% 西消防署 組合 0.18 ha 0.02 ha 11.1%

西枇杷島庁舎 清須市 0.71 ha 0.05 ha 7.0%

西枇杷島警察署 愛知県警察 0.40 ha 0.01 ha 2.5%

春日支所 清須市 0.13 ha 0.03 ha 23.1%

会館・ｾﾝﾀｰ等 西枇杷島会館 清須市 0.24 ha 0.04 ha 16.7%

平均緑化率 にしび創造センター 清須市 0.28 ha 0.01 ha 3.6%

＝ 13.6% にしびさわやかプラザ 清須市 0.24 ha 0.01 ha 3.8%

清洲市民センター 清須市 0.37 ha 0.06 ha 16.2%

春日公民館 清須市 0.25 ha 0.02 ha 8.0%

ARCO清洲 清須市 1.54 ha 0.22 ha 14.3%

カルチバ新川 清須市 0.82 ha 0.15 ha 18.1%

福祉施設 西枇杷島福祉センター 清須市 0.18 ha 0.03 ha 17.0%

平均緑化率 清洲総合福祉センター 清須市 0.10 ha 0.02 ha 20.0%

春日老人福祉センター 清須市 0.46 ha 0.09 ha 19.6%

＝ 16.6% 春日保健福祉センター 清須市 0.18 ha 0.01 ha 7.3%

都市公園等 枇杷島公園 清須市 1.83 ha 0.70 ha 38.3%

平均緑化率 上新公園 清須市 1.09 ha 0.32 ha 29.4%

＝ 31.8% はるひ夢の森公園 清須市 0.92 ha 0.14 ha 14.9%

土田公園 清須市 0.16 ha 0.03 ha 20.2%

乾角公園 清須市 0.16 ha 0.15 ha 95.0%

花園公園 清須市 0.19 ha 0.10 ha 53.4%

大島公園 清須市 0.12 ha 0.02 ha 16.6%

ネギヤ公園 清須市 0.28 ha 0.10 ha 35.7%

西牧・新田ふれあい広場 清須市 0.10 ha 0.01 ha 13.3%

南大和ちびっこ広場 清須市 0.06 ha 0.00 ha 8.3%

旭第二ちびっこ広場 清須市 0.05 ha 0.03 ha 53.7%

西田中ちびっこ広場 清須市 0.11 ha 0.01 ha 6.2%

坂町ちびっこ広場 清須市 0.02 ha 0.00 ha 0.0%

西牧ちびっこ広場 清須市 0.13 ha 0.05 ha 41.6%

中之切南児童遊園 清須市 0.03 ha 0.00 ha 0.0%

小・中学校 西枇杷島小学校 清須市 1.83 ha 0.12 ha 6.6%

平均緑化率 古城小学校 清須市 1.72 ha 0.22 ha 12.6%

＝ 9.5% 清洲小学校 清須市 1.75 ha 0.18 ha 10.4%

清洲東小学校 清須市 1.98 ha 0.12 ha 5.9%

敷地面積
又は延長

緑地面積
又は延長

緑化率 備考区分

官公庁施設

平均緑化率

施設名称
管理
区分

※近隣公園、街区公
園、児童遊園の総数
10６ヶ所のうち、
市内全域のバランス
を考慮して、15ヶ
所を抽出調査した。
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小・中学校続き 新川小学校 清須市 1.56 ha 0.15 ha 9.7%

星の宮小学校 清須市 1.39 ha 0.19 ha 13.9%

桃栄小学校 清須市 1.05 ha 0.15 ha 14.0%

春日小学校 清須市 1.88 ha 0.32 ha 17.2%

西枇杷島中学校 清須市 3.56 ha 0.26 ha 7.3%

清洲中学校 清須市 2.26 ha 0.16 ha 7.0%

新川中学校 清須市 2.89 ha 0.19 ha 6.6%

春日中学校 清須市 1.69 ha 0.17 ha 10.2%

保育園 西枇杷島保育園 清須市 0.14 ha 0.02 ha 14.30%

平均緑化率 本町保育園 清須市 0.37 ha 0.06 ha 16.2%

=17.6％ 一場保育園 清須市 0.17 ha 0.03 ha 17.6%

＝ 14.0% 廻間保育園 清須市 0.25 ha 0.02 ha 8.0%

新清洲保育園 清須市 0.21 ha 0.02 ha 9.5%

朝日保育園 清須市 0.24 ha 0.04 ha 16.7%

須ケ口保育園 清須市 0.37 ha 0.01 ha 2.7%

土器野保育園 清須市 0.24 ha 0.02 ha 9.8%

桃栄保育園 清須市 0.48 ha 0.02 ha 5.0%

星の宮保育園 清須市 0.40 ha 0.04 ha 11.0%

中之切保育園 清須市 0.30 ha 0.11 ha 36.2%

ネギヤ保育園 清須市 0.22 ha 0.04 ha 16.9%

夢の森保育園 清須市 0.41 ha 0.09 ha 21.1%

児童館 清洲児童館 清須市 0.21 ha 0.00 ha 0.0%

平均緑化率 清洲児童センターウイング 清須市 0.11 ha 0.01 ha 6.8%

＝ 5.8% 新川児童館 清須市 0.06 ha 0.02 ha 28.2% 新川福祉ｾﾝﾀｰ含む

星の宮児童センター 清須市 0.20 ha 0.01 ha 5.4%

桃栄児童館 清須市 0.03 ha 0.00 ha 11.3%

春日児童館 清須市 0.05 ha 0.00 ha 0.0%

社会体育施設 清洲ソフトボール場 清須市 0.40 ha 0.00 ha 0.0%

平均緑化率 清洲第１・第２テニスコート 清須市 0.29 ha 0.00 ha 0.0%

＝ 2.4% 春日B&G体育館 清須市 0.48 ha 0.05 ha 9.7%

春日グランド 清須市 0.91 ha 0.00 ha 0.0%

清洲ふるさとの館 清須市 0.46 ha 0.35 ha 76.8%

平均緑化率 清洲公園 清須市 1.58 ha 1.44 ha 90.9%

＝ 65.8% 清洲城文化広場 清須市 1.10 ha 0.39 ha 35.1%

貝殻山貝塚 愛知県 0.96 ha 0.53 ha 52.0% (資料館含む)

問屋記念館 清須市 0.10 ha 0.06 ha 60.0%

都市計画道路 名古屋環状2号線植樹帯 国 2.50 km

市内総延長 清洲東インター植樹帯 国 0.42 km

=35.30km 助七西市場線植樹帯 愛知県 2.51 km

植樹帯延長 西清洲上条線植樹帯 愛知県 0.87 km

=13.29km 新清洲駅前線植樹帯 清須市 0.26 km

※植樹マスを含む 清洲新川線植樹帯 清須市 0.86 km

新川清洲線植樹帯 清須市 1.14 km

鍋屋片町線植樹帯 清須市 0.98 km

＝ 37.6% 新川甚目寺線植樹帯 清須市 1.11 km

須ケ口駅前線植樹帯 清須市 0.46 km

朝日阿原線植樹帯 清須市 0.05 km

大和町線植樹帯 清須市 0.64 km

枇杷島小田井線植樹帯 清須市 0.58 km

西枇杷島味鋺線植樹帯 0.75 km

春日井稲沢線植樹帯 清須市 0.14 km

枇杷島駅前通線植樹帯 清須市 0.02 km

37.6%
都計道路既
設延長
35.30km

緑化率

緑化率（延長）

敷地面積
又は延長

緑地面積
又は延長

備考

観光施設・その他

区分 施設名称
管理
区分
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３）緑被率  

市 内 の 緑 被 状 況 を 航 空 写 真 （ 旧 清 須 市 ： 2006.9.20 撮 影 、 旧 春 日 町 ：

2008.2.19 撮影）により計測した結果、市域全体の緑被率は 3４ .９%となり、

緑の量としては標準的な数字となりました。しかし、緑の大半は市街化調整区

域の水田や畑などの農地と河川緑地であり、樹林地の占める割合は 4.3%と少

ない状況です。（本調査は航空写真を用いて 10m×10m メッシュのドット方式

で計測しているので、植生調査の面積とは整合しません。）  

詳細は表 2-13 緑被状況及び図 2-10 緑被状況図のとおりです。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 2-13 緑被状況  

水田･畑等の農地、 樹木の占める
草地及び水面 割合

市 街 化 区 域 1,261 ha 60.90 ha 216.60 ha 22.0% 4.8%

市街化調整区域 471 ha 13.50 ha 314.30 ha 69.6% 2.9%

都 市 計 画 区 域 1,732 ha 74.40 ha 530.90 ha 34.9% 4.3%

※航空写真により10m×10mメッシュで計測。但し、水面についてはプラニメーターで計測。

樹林地 緑被率区域面積
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（５）その他調査  

１）レクリエーション施設  

レクリエーション施設の内、主として日々の遊びや散歩などの日常的な利用

に供する街区公園や児童遊園等の日常的レクリエーション施設は、街区公園が

市内全域で５２ヶ所、児童遊園等の児童遊園が４８ヶ所開設されています。  

週末のスポーツやレジャーなどに利用される非日常的レクリエーション施設

は近隣公園内の運動施設が 3 ヶ所あるほか、春日グランドや新川グランドのよ

うな運動専用施設が民間施設も含めて６ヶ所開設されており、庄内川新川緑地

や庄内川西枇杷島緑地の河川緑地にもスポーツ施設が開設されています。  

また、屋内でのレクリエーション施設として、ARCO 清洲、カルチバ新川、

春日 B&G 体育館などの施設も開設されています。  

その他にも清洲城一帯や史跡貝殻山貝塚などが歴史や文化に親しむレクリエ

ーションの場として開設されています。  

レクリエーション施設の開設状況は、表２－14 レクリエーション施設調書

及び図 2-11 レクリエーション施設現況図のとおりです。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2-14 レクリエーション施設調書  

地－１ 地区公園 庄内川新川緑地 7.50 4.22 (2)

近－1 近隣公園 枇杷島公園 1.83 1.83 (1)

近－2 近隣公園 上新公園 1.09 1.09 (1)

近－3 近隣公園 はるひ夢の森公園 0.92 0.99 (1)

街－1 街区公園 土田公園 0.16 0.16 (1)

街－2 街区公園 新清洲公園 0.74 0.74 (1)

街－3 街区公園 丸川公園 0.20 0.20 (1)

街－4 街区公園 上条公園 0.17 0.17 (1)

街－5 街区公園 廻間第一公園 0.30 0.30 (1)

街－6 街区公園 廻間第二公園 0.34 0.34 (1)

街－7 街区公園 永安寺公園 0.11 0.11 (1)

街－8 街区公園 伝馬公園 0.20 0.20 (1)

街－9 街区公園 西市場公園 0.22 0.22 (1)

街－12 街区公園 大嶋公園 0.12 0.12 (1)

街－13 街区公園 伊織公園 0.25 0.25 (1)

街－14 街区公園 高島公園 0.22 0.22 (1)

街－15 街区公園 ツツミ田公園 0.24 0.24 (1)

街－16 街区公園 六ノ条公園 0.21 0.21 (1)

街－17 街区公園 城跡公園 0.30 0.30 (1)

街－18 街区公園 前並公園 0.27 0.27 (1)

街－19 街区公園 芳野公園 0.39 0.39 (1)

図面対照
番号

位
置

現況面積
(ha)

備　　考区　　分 名　　称
都市計画
決定面積
(ha)
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街－20 街区公園 宮前公園 0.23 0.23 (1)

街－21 街区公園 地領公園 0.17 0.17 (1)

街－22 街区公園 西須ケ口公園 0.23 0.23 (1)

街－23 街区公園 迫間公園 0.12 0.11 (1)

街－24 街区公園 天王公園 0.25 0.25 (1)

街－25 街区公園 片町公園 0.37 0.37 (1)

街－26 街区公園 外町公園 0.12 0.12 (1)

街－27 街区公園 上田公園 0.10 0.11 (1)

街－28 街区公園 横町公園 0.08 0.08 (1)

街－29 街区公園 助七公園 0.40 0.40 (1)

街－30 街区公園 東須ケ口公園 0.12 0.12 (1)

街－31 街区公園 花園公園 0.19 0.19 (1)

街－32 街区公園 元町公園 0.09 0.08 (1)

街－33 街区公園 美里公園 0.05 0.05 (1)

街－34 街区公園 東山中公園 0.06 0.06 (1)

街－35 街区公園 星の宮公園 0.10 0.10 (1)

街－36 街区公園 鴨池公園 0.10 0.10 (1)

街－37 街区公園 八幡公園 0.08 0.08 (1)

街－38 街区公園 天水公園 0.04 0.04 (1)

街－39 街区公園 北中野公園 0.08 0.05 (1)

街－40 街区公園 山西公園 0.32 0.32 (1)

街－41 街区公園 乾角公園 0.16 0.16 (1)

街－42 街区公園 桃栄公園 0.21 0.21 (1)

街－43 街区公園 大通公園 0.22 0.22 (1)

街－44 街区公園 萩野公園 0.10 0.10 (1)

街－45 街区公園 東町公園 0.12 0.11 (1)

街－46 街区公園 角の城公園 0.16 0.16 (2)

街－47 街区公園 美鈴公園 0.23 0.23 (1)

街－48 街区公園 本山公園 0.13 0.13 (1)

街－49 街区公園 ネギヤ公園 0.28 0.28 (1)

街－50 街区公園 中之切公園 0.31 0.31 (2)

街－51 街区公園 西牧・新田ふれあい広場 0.10 0.10 (1)

街－52 街区公園 瀬部田公園 － 0.08 (1)

街－53 街区公園 花咲公園 － 0.50 (1)

街－54 街区公園 枇杷島駅前東口公園 － 0.08 (1)

緑－3 緑地 庄内川西枇杷島緑地 19.60 6.11 (2) みずとぴぁ庄内

緑－4 緑地 五条川春日緑地 0.96 0.65 (2)

児－1 児童遊園 南大和ちびっこ広場 － 0.06 (1)

児－2 児童遊園 砂入ちびっこ広場 － 0.02 (1)

児－3 児童遊園 辰新田ちびっこ広場 － 0.02 (1)

児－4 児童遊園 北二ツ杁ちびっこ広場 － 0.09 (1)

備　　考区　　分
図面対照
番号

名　　称
都市計画
決定面積
(ha)

現況面積
(ha)

位
置
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児－5 児童遊園 旭第1ちびっこ広場 － 0.03 (1)

児－6 児童遊園 大野ちびっこ広場 － 0.03 (1)

児－7 児童遊園 北大和第1ちびっこ広場 － 0.01 (1)

児－8 児童遊園 北大和第2ちびっこ広場 － 0.01 (1)

児－9 児童遊園 城並第1ちびっこ広場 － 0.02 (1)

児－10 児童遊園 上砂入ちびっこ広場 － 0.02 (1)

児－11 児童遊園 問屋ちびっこ広場 － 0.05 (1)

児－12 児童遊園 旭第2ちびっこ広場 － 0.05 (1)

児－13 児童遊園 花咲ちびっこ広場 － 0.04 (1)

児－14 児童遊園 城並第2ちびっこ広場 － 0.05 (1)

児－15 児童遊園 朝日児童遊園 － 0.04 (1)

児－16 児童遊園 西市場住宅児童遊園 － 0.10 (1)

児－17 児童遊園 新清洲児童遊園 － 0.04 (1)

児－18 児童遊園 朝日ちびっこ広場 － 0.04 (1)

児－19 児童遊園 桑名町ちびっこ広場 － 0.15 (2)

児－20 児童遊園 西清洲ちびっこ広場 － 0.05 (1)

児－21 児童遊園 西田中ちびっこ広場 － 0.11 (1)

児－22 児童遊園 大津町ちびっこ広場 － 0.08 (1)

児－23 児童遊園 西市場ちびっこ広場 － 0.25 (1)

児－24 児童遊園 朝日天王ちびっこ広場 － 0.08 (1)

児－25 児童遊園 丸の内ちびっこ広場 － 0.14 (1)

児－26 児童遊園 元町ちびっこ広場 － 0.09 (2)

児－27 児童遊園 寺野ちびっこ広場 － 0.02 (1)

児－28 児童遊園 旗本ちびっこ広場 － 0.03 (1)

児－29 児童遊園 下堀江ちびっこ広場 － 0.04 (1)

児－30 児童遊園 坂町ちびっこ広場 － 0.02 (1)

児－31 児童遊園 中河原ちびっこ広場 － 0.06 (1)

児－32 児童遊園 阿原ちびっこ広場 － 0.04 (1)

児－33 児童遊園 下河原ちびっこ広場 － 0.11 (1)

児－34 児童遊園 宮重児童遊園 － 0.03 (1)

児－35 児童遊園 落合児童遊園 － 0.03 (1)

児－36 児童遊園 蓮花寺児童遊園 － 0.03 (1)

児－37 児童遊園 東出児童遊園 － 0.04 (1)

児－38 児童遊園 分地児童遊園 － 0.06 (1)

児－39 児童遊園 西牧ちびっこ広場 － 0.13 (2)

児－40 児童遊園 上之切児童遊園 － 0.04 (1)

児－41 児童遊園 中之切児童遊園 － 0.03 (2)

児－42 児童遊園 下之切児童遊園 － 0.06 (2)

児－43 児童遊園 野田町児童遊園 － 0.06 (2)

児－44 児童遊園 上川畑ちびっこ広場 － 0.01 (1)

児－45 児童遊園 新田児童遊園 － 0.05 (2)

図面対照
番号

区　　分 名　　称
都市計画
決定面積
(ha)

現況面積
(ha)

位
置

備　　考
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児－46 児童遊園 落合ちびっこ広場 － 0.08 (1)

児－47 児童遊園 西牧児童遊園 － 0.03 (1)

児－48 児童遊園 中之切南児童遊園 － 0.03 (2)

公－1 公共施設緑地 清洲公園 － 1.58 (1)

公－2 公共施設緑地 清洲城跡公園 － 0.46 (1)

公－3 公共施設緑地 清洲城(文化広場) － 1.10 (1)

公－4 公共施設緑地 史跡貝殻山貝塚 － 0.96 (1)

公－5 公共施設緑地 豊町ちびっこ広場 － 0.02 (1)

グー4 公共施設緑地 清洲ソフトボール場 － 0.40 (2)

グー5 公共施設緑地 清洲第1・第２テニスコート － 0.29 (2)

グー6 公共施設緑地 ゲートボール場(西田中) － 0.31 (1)

グー7 公共施設緑地 新川グランド － 0.52 (1)

グー12 公共施設緑地 春日グランド － 0.91 (2)

屋－1 屋内施設 ARCO清洲 0.34 (1) ﾌﾟｰﾙ、ｽﾎﾟｰﾂ施設等

屋－2 屋内施設 カルチバ新川 0.82 (1) ﾌﾟｰﾙ、ｽﾎﾟｰﾂ施設等

屋－3 屋内施設 春日B&G体育館 0.30 (1) ｽﾎﾟｰﾂ施設等

※位置：(1)は市街化区域、(2)は市街化調整区域

位
置

備　　考
図面対照
番号

区　　分 名　　称
都市計画
決定面積
(ha)

現況面積
(ha)
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２）景観  

景観については、比較的平坦な地形を有している清須市において、市街地の

景観を構成する面的・線的広がりを有する緑地、ランドマークとなり郷土景観

を創出する緑地及び地区や住区の良好な景観について調査しました。  

市街地の景観を構成する面的・線的広がりを有する緑地としては庄内川、新

川及び五条川の河川景観を調査しました。  

ランドマークとなり、郷土景観を創出する緑地としては清洲城一帯、史跡貝

殻山貝塚及び 3 ヶ所の近隣公園を調査しました。  

地区や住区の良好な景観としては社寺林、街区公園及び環境・景観を配慮し

た民有施設緑地を調査しました。  

景観調査の結果については図 2-12 景観マップ及び景観マップ写真集のとお

りです。  

 







- 47 - 

＝景観マップ写真集＝ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．庄内川                   ２．新川 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．五条川                    ４．清洲城 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．貝殻山貝塚                  ６．はるひ夢の森公園 

 

良好な水辺空間・景観 

遊歩道はあるが、水辺空間としての演出

に乏しい 
電車からの景観も考慮した水辺空間を

創出したい 

清須市を代表するランドマークのひと

つ 

清須市を代表する歴史的景観のひ

とつ 

五条川沿いの、安らぎ

を感じる景観 
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７．枇杷島公園                 ８．上新公園 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９．庄内川西枇杷島緑地             10．ネギヤ公園 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11．中之切公園                 12．西市場公園 

 

 

 

身近な緑地空間 

地区の景観構成要素 

身近な緑地空間 

地区の景観構成要素 

都市景観とマッチする

水辺と緑の景観 

田園風景に溶け込む緑地景観 

住工混在市街地に安らぎを与

える緑の景観。 

住宅市街地の景観構成要素とな

る緑地空間 
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13．廻間第二公園                14．ツツミ田公園 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15．八幡公園                  16．地領公園 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17．芳野公園                  18．乾角公園 

 

 

 

住宅市街地の景観構成要素と

なる緑地空間 

住宅市街地の景観構成要素

となる緑地空間 

神社と公園が一体となった緑地

景観 
小さめで、ほっとする緑地景観 

鉄道沿線に安らぎを与える緑地

景観 
樹木の多い公園 

良好な緑地景観 
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19．蓮乗寺                   20．総見院 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

21．八幡神社                  22．名鉄須ケ口駅 

  （下河原） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

23．JR枇杷島駅                 24．東海交通事業城北線 

尾張星の宮駅 

 

集落内の景観スポット 集落内の景観スポット 

ちょっと歴史を感じる景観 賑わいを感じる景観。 

市の玄関口らしい清潔さを

感じる景観 

落ち着いた雰囲気

の駅前広場 
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３）地域防災計画に定める避難に関する計画  

清須市では地震災害及び洪水災害についてハザードマップを作成し、一時避

難場所及び広域避難場所を設定しています。一時避難場所及び広域避難場所の

設定状況は図 2-13 避難地図のとおりです。  

 

＝清須市地域防災計画による一時避難場所及び広域避難場所の定義＝  

○一時避難場所   避難者が一時的に様子を見る場所又は集団を形成する場

所、ボランティア等の救援活動拠点となる場所  

○広域避難場所   一時的生活の場であり、防災拠点ともなる避難所  

   

 

 








